
                    

 

令和６年度 第１回学校経営協議会報告 

日時 場所：令和６年５月９日（木）午後４時～５時 家庭科室 

 

〇校長あいさつ及び転出・転任教職員紹介 

〇各委員自己紹介 

〇令和６年度会長・副会長選出  

会長に牛込委員、副会長に荒川委員、鏑木委員を推薦する旨発言があり、満場一致で選出された。 

〇令和６年度会長（牛込）挨拶  

より良いコミュニティ・スクールにするよう委員の皆さまと共に力を尽くしたい。学校経営協議会は協議する場であり、実践を担 

うのは地域学校協働活動のボランティアです。この事を理解していただく努力が必要と考えています。 

 

〔学校の現状報告〕 

〇校長より  

・今年度は開校６０周年です。コミュニティ・スクールとして１４年目です。 

・コミュニティ・スクール発足時から会長を務められていた井戸さんが３月でご勇退されました。長年のご尽力に感謝申し上げ

ます。今年度から牛込会長、荒川副会長、鏑木副会長を中心に、新体制で保護者、地域の皆様と一体となった学校づくり

を目指します。 

・教育目標 「思いやりのある子」に加え、今年度は「工夫する子」にも重点を置き、八小のすべての人が安心でき、自分らしさ

を出せ、自分とは違う考えや多様性も認め合える、「幸せの笑顔」 を増やしていきます。 

・「児童発案の活動」を大切にします。校内研究でも生活科と総合的な学習の時間を扱いながら、こどもたちが自分のやりたい

ことや身近な夢を、たくましくかなえていく力（生きる力）を育んでいきます。 

・１年生を迎える会や開校記念集会で、八小のリーダー６年生とサブリーダー５年生が大活躍しました。来週は全校遠足もあり

ます。また、運動会や、６０周年行事も「児童発案」で行い、こどもたちが自分たちで八小をつくっていけるよう支援していきま

す。 

〇教務より  ・令和６年度学校説明資料について。 

〇生活より  ・保護者・地域・教員が全員同じ方向を向いてこどもと関われるようにするため、「八小スタンダード」を作成した。 

〇研究より  ・こどもたちは地域の方々の支えを感じている。それに対して自分たちにできることは何かと考えようとしている。そ 

れを支援する体制を地域と協力して整えていきたい。 

〇副校長より ・全校遠足終了。高学年ががんばっていた。 

・５月末に６年生の日光移動教室がある。市からの補助金が減っている。昨年度から５年生も移動教室に行くこと 

になったため。 

・開校記念集会を行った。代表委員会が企画・実施した、とてもよい集会だった。 

 

〔地域情報〕  

〇PTA     ・自発性を大切にした学校経営方針がよい。方針は以下の通り。時代に即した持続可能な PTA。 

～すべてはこどもの安心・安全のために～ 

〇学校支援関連   

「はちのこ応援団だより１号」と「環境支援ポランティアの募集」の手紙を配布しました。今年度もぜひ皆さんのお力をお貸しくだ

さい。 

 

 
令和６年６月３日 第１号 

学校経営協議会 会長 牛込 晴三千      校長 井口 修 

HP http://www.kodaira.ed.jp/   E-mail gakkou@08.kodaira.ed.jp 

八小 ＣＳだより 
 



〇青少対関連  

青少対は 6/1(土)に八小校庭で青少対まつりを行います。時間は 13:00～15:00で、午前中は準備に充当します。ゲー

ムはくじ引きやヨーヨーつり及びお団子３本セットです。価格はゲームもお団子も全て 100円です。皆さんの参加をお待ちして

おります。 

〇みまもりネットワーク   

１９周年を迎えることができた。今年度も月一回の定例会を実施していく。PTAの尽力で見守りニュースを１８年間発行し続

けている。継続できていることが八小見守りボランティアの素晴らしいところ。 

〇地域防災を考える会 

・昨年度、市内２８か所に指定された避難所すべてに「避難所開設準備委員会」が設置され、第一回連絡会が３月に開催

された。 

・当会での今後の課題は「開設準備委員会のメンバーの拡大」と「避難所開設訓練の経験を重ねていくこと」市内の防災対

策としては火災と地震に絞っていいのではないかと考えている。大地震については身近に感じにくいのが現実だと思うが、

「備えあれば憂いなし」でいきましょう！ 

〇放課後子ども教室関連 

今年度の活動が５月８日（火）から開始。１年生は６月から開始。習い事と違って、保護者にも一緒に体験してほしいをモッ

トーに頑張っている。こどもが増え、スタッフの負担も増えてきた。ぜひこどもたちのために、保護者の方々も時間を作って、こど

もたちが楽しんでいる様子を見に来ていただきたい。  

 

〔検討事項〕 

（１）新役員の推薦について（校長）  

ケアタウン中川様を新メンバーとして推薦 

（２）夏休みＣ・Ｓ勉強会について（会長）   

７月２６日（金）に実施予定。 

（１）（２）いずれも異議無し。 

 

〇副会長より 

新聞を読むと、こどもの投稿をよく見かける。こういった「こども発案」の方向に、時代が変化しているのを感じている。八小の

児童発案を応援していきたい。 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

鏑木美知子（民生委員児童委員） 

１年生のみなさん、八小へようこそ！みなさんの入学をみんなで楽しみに待っていました。八小はワクワクがたくさんあるステ

キな学校です。お友だちをたくさん作ってたくさん遊んで、たくさんワクワクしてください。 

山口 圭子（地域教育コーディネーター） 

ご入学・ご進級おめでとうございます。楽しい一日の始まりは、朝の元気なあいさつから始まると思います。みんなで、大きな

声で「おはようございます」からスタートしましょう。 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《 入学おめでとうございます 》 経営協議会委員から 1年生のみなさんへ 

 

南中  

 

 

次回の学校経営協議会は  

６月１２日（水）午後５時からです。 

傍聴ご希望の方は学校へお問い合わせください。

い。 

小平市立小平第八小学校  〒187-0011小平市鈴木町 1-355   

TEL: 042-321-4872 Fax:042-321-4893 

みーつけた 
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コミュニティ・スクールとは    2024.5.23作成 

学校経営協議会を設置した学校を、コミュニティ・スクールと言います。 

文科省は、コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動を一体的に推進しています。 

これは、地域が、様々な形で学校経営や教育活動に積極的に関わることで、こどもたちが 

豊かに育つ学校づくりと、生き生きとした地域づくりを目指した取組みです。 

 この取組みに関わる機関や地域の方々の関係を下の図にしました。 

 

２０１７年の法改正で、これまでの学校支援地域本部は、地域学校協働本部になりました。 

また、学校支援コーディネーターは、地域学校協働活動推進員となりました。地域学校協働 

活動推進員は学校経営協議会の委員ともなって、学校支援ボランティアの募集を行うなど、 

コミュニティ・スクール及び地域学校協働活動の連携・協働を推進する役割を担っています。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八小 学校経営協議会 新会長のご挨拶 

八小学校経営協議会の新会長に牛込晴三千様が選出されました。牛込新会長のお言葉を掲載します。 

 

会長就任にあたって 

こんにちは！ 

会長に選任されました、牛込晴三千（はるみち）です。 

より良いコミュニティ・スクールにするために、力を尽くして参りたいと思います。 

 

課題の一つは、「コミュニティ・スクールってよくわからない」の声に答える事と考えていますので、ここで少し述べ

させていただきます。 

 

「わからない」という声は、１３年前、コミュニティ・スクールになって以来ずっと続いています。 

この声を払拭するのは難しいことです。分かりにくいシステムだからです。 

それでも、より良いコミュニティ・スクールにするためには、この問いに答えていく必要があります。 

 

文科省は、「コミュニティ・スクール」及び「地域学校協働活動」を一体的に推進しています。 

地域が、様々な形で学校経営や教育活動に積極的に関わることで、こどもたちが豊かに育つ学校づくりと、生き

生きとした地域づくりを目指した取組みです。 

この仕組みの実践を支えるのはボランティアです。 

 

ボランティアについては、誤解もあるようです。 

ボランティアは、必要性を理解された方が自発的な意思で行うものです。 

意思はあっても、事情ままならない人も少なくないと思います。 

もとより、強いられて行うものではありません。 

 

コミュニティ・スクールは、保護者や地域の方全員にボランティアを求めているわけではありません。ニーズに見

合うボランティアがあればこの仕組みは機能します。 

 

コミュニティ・スクールそのものについても、多様な意見があると思います。 

 

コミュニティ・スクールにご理解とご支援を賜りたく、本号に「コミュニティ・スクールとは」を載せました。関わる機

関や地域の方々の関係を図にしました。 

今後も、折々情報を発信したいと思っております。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

令和 6年 5月 23日 

牛込 晴三千 


